
第３号生涯学習課だより

放課後児童プランへのご理解のお願い
内田 広之教育庁生涯学習課長

生涯学習最前線！
－市町村の現場より－

(三種町)学校共催による芸術鑑賞

「秋田県青少年劇場 」は、県教育委員会と市

町村教育委員会（または学校）が共催して巡回

劇場を行う事業で、昭和５２年から続いています。

しかし、近年は児童生徒数の減少などにより、

単独校での開催が難しくなってきているという声

も聞かれます。

今回ご紹介するのは、三種町の取り組みです。

三種町では 、教育委員会の事業として青少年

劇場を実施しており、今年度も町内の３カ所で

開催しました。特に八竜地区の３校（浜口小・湖

北小 ・八竜中 ）では、１０年以上にわたって３校

で共同開催しており、今回も八竜中学校を会場

に音楽を鑑賞しました。小学校と中学校の共同

開催は、年齢の幅が広くなることから作品の選

定が難しいという課題はありますが、学校間での

交流という面で教育的効果が見られます。

また、琴丘地区の３校（鹿渡小・鯉川小・上岩

川小）は、琴丘総合体育館に集合して演劇を鑑

賞しました。複数校での共同開催では移動手段

の確保が課題になりますが、琴丘のケースでは

町のバスを効率的に活用し、児童に経費負担を

かけずにスムーズな移動を実現しました。また、

総合体育館は階段席を利用できるため、子ども

達はより見やすい形で鑑賞することができました。

市町村教育委員会が主導したことにより、効

果的に事業を行うことができた事例です。

今年度限りで「地域子ども教室」の運営に係る

国からの委託金制度がなくなり、来年度以降は、

市町村へも１／３の財源を新たに負担いただくこ

ととなりました。こうした事情につき、各市町村に

おかれては、財政状況が厳しい折にもかかわら

ず、前向きに捉えていただいている市町村が多

く、この事業の意義を深く理解いただいており、

深く感謝申し上げる次第です。

将来的には、特段の地域的事情がない限り、

全ての小学校区内で、子ども教室か児童クラブ

のいずれかは行われているという状況を作りた

いと思います。どうか趣旨の御理解を再度お願

い申し上げます。

なお、財源が捻出できない場合であっても、

例えば、①まずは、市町村内のいくつかの小学

校区のみでモデル的に開始すること、②従来行

ってきた公民館等における週末の社会教育事

業をリニューアルすること、③母親ボランティア

等の活用により、財政的負担を軽減すること、等

の様々な方法があります。何か先進的事例をご

紹介できる可能性もあるので、当課にもお気軽

にご相談下さい。
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八竜中学校に小学生も集合



トピックス

秋田県読書フェスタより

今年度の県読書フェスタは１０月２８日土曜日、

県児童会館子ども劇場を主会場に開催しました。

昨年度までと大きく違ったのは、民間の方々に

より多く運営に関わっていただく実行委員会形

式をと り、「グループ森の実 」のゆめ基金事業、

県書店業組合、ＮＰＯよい本をすすめる会等と

ジョイントして開催したことや、３６名もの高校生

ボランティア（秋田市内のみならず湯沢市や大

仙市からも来てくれました）の協力を得て行った

ことです。

グループ森の実の皆さんをはじめ各団体の

方には、前日からの準備や当日の運営、進行ま

で全面的に仕切っていただきました。また、３６

名の高校生のボランティアも託児の補助やステ

ージ運営、着ぐるみでの盛り上げや記念写真サ

ービスなど、大いにフェスタを盛り上げてくれま

した。

世代や地域を超えて交流する機会が減少し

ていると言われている中で、今回の「読書フェス

タ」の取り組みは、今後の事業に示唆を与えてく

れたと思っています。

来年度は、高校生に企画段階から参画しても

らい、より多くの団体や地域の方々が主体となっ

た取り組みにしてみたいと思っています。

第３号のSPOT LIGHTは、秋田県立岩城少年

自然の家の社会教育主事・近藤謙一さんです。

＜プロフィール＞

近藤 謙一 （こんどう けんいち）

秋田市在住。少年自然の家勤務３年目。担当は

広報やキャンプ場など。利用団体のみなさんに

は“アミーゴ”と名乗っています。

＜ご本人からひとこと＞

『アットホームな雰囲気の職場です。テントの洗

浄作業には“オヤジ”(所長)も手伝ってくれまし

た。岩城も楽しいですが、大館や保呂羽山にも

ユニークな方がたくさんいますよ！』

ユニークです

生涯学習課からのお知らせ
11/18 企画展「ハチ公最後の里帰り」

（～12/17 県立博物館）

11/23 エル・ネットオープンカレッジ⑦～⑩

ビデオカレッジ「ふるさと探訪」

（11/23・30、12/7・14 県生涯学習センター）

11/24 生涯学習・社会教育関係職員

（県生涯学習センター）レベルアップ研修

（ユースパル）11/26 秋田ユースアクション

（ユースパル）11/30 第２回秋田県生涯学習審議会

12/3 第５回（最終回）近代美術館美術講演会

（県生涯学習センター）

12/5～ よく分かるＩＴ講習（３期）

ワード基礎・応用、エクセル基礎・応用

（～２月、全２１回 県生涯学習センター）

12/9 特別企画展「佐々木宗一郎展」

（～07/2/4 近代美術館）

12/10 子どもの居場所づくり研修会

（県生涯学習センター）
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高校生ボランティアの活躍

シンポジウムの様子


